
      

旧

国

鉄

（

現

・

Ｊ

Ｒ

）

の

山

陽

本

線

は

、

当

初

は

山

陽

鉄

道

会

社

が

経

営

す

る

私

鉄

線

で

し

た

。

 

明

治

三

十

九

年

（

一

九

〇

六

）

に

公

布

さ

れ

た

鉄

道

国

有

法

に

よ

り

、

山

陽

鉄

道

会

社

が

国

に

買

収

さ

れ

て

国

鉄

線

と

な

っ

た

の

で

す

。 

 

そ

も

そ

も

山

陽

鉄

道

会

社

は

、

神

戸

と

姫

路

の

間

を

結

ぶ

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

明

治

十

九

年

（

一

八

八

六

）

十

二

月

に

会

社

の

設

立

認

可

申

請

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

発

起

人

に

は

、

神

戸

や

大

阪

・

東

京

な

ど

の

実

業

家

の

ほ

か

、

印

南

郡

今

市

村

（

現

・

高

砂

市

）

の

伊

藤

長

次

郎

ら

沿

線

の

地

主

も

名

を

連

ね

て

い

ま

す

。

 

 

し

か

し

、

こ

の

鉄

道

起

業

計

画

を

主

導

し

た

の

は

、

当

時

兵

庫

県

知

事

で

あ

っ

た

内

海

忠

勝

で

す

。

 

 

現

在

の

兵

庫

県

は

、

明

治

九

年

（

一

八

七

六

）
に

、
摂

津

、
播

磨

、

丹

波

、

但

馬

、

淡

路

の

五

か

国

の

地

域

を

統

合

し

て

成

立

し

た

大

県

で

す

が

、

そ

れ

だ

け

に

知

事

が

統

治

す

る

の

は

困

難

だ

っ

た

よ

う

で

す

。

と

り

わ

け

、

高

砂

を

含

む

旧

播

磨

地

域

は

、

一

時

飾

磨

県

と

呼

 

ば

れ

、

姫

路

に

県

庁

を

置

く

独

立

し

た

県

で

し

た

。

こ

れ

が

吸

収

合

 

     

併

さ

れ

た

う

え

、

県

庁

は

旧

摂

津

国

の

神

戸

に

置

か

れ

た

わ

け

で

す

か

ら

、

播

磨

の

人

々

の

不

満

は

大

き

か

っ

た

よ

う

で

す

。

 

 

こ

う

し

た

状

況

を

見

て

、

内

海

は

、

県

内

の

産

業

を

活

性

化

す

る

と

同

時

に

、

県

と

し

て

の

一

体

感

を

生

み

出

す

た

め

の

装

置

と

し

て

、

鉄

道

敷

設

を

構

想

し

た

の

で

す

。

 

 

結

局

、

山

陽

鉄

道

会

社

は

、

明

治

二

十

一

年

（

一

八

八

八

）

一

月

に

な

っ

て

、

下

関

ま

で

工

事

を

延

長

す

る

こ

と

を

条

件

に

、

設

立

認

可

が

お

り

ま

し

た

。

会

社

で

は

、

た

だ

ち

に

神

戸

か

ら

西

進

す

る

形

で

工

事

を

始

め

、

同

年

十

一

月

一

日

に

は

兵

庫

・

明

石

間

を

、

さ

ら

に

十

二

月

二

十

三

日

に

は

姫

路

ま

で

開

通

さ

せ

ま

し

た

。

当

初

、

明

石

・

姫

路

間

に

は

、

大

久

保

・

加

古

川

・

阿

弥

陀

の

三

駅

が

設

け

ら

れ

ま

し

た

が

、

こ

の

う

ち

の

阿

弥

陀

駅

が

現

在

の

曽

根

駅

で

す

。

そ

の

頃

の

時

刻

表

に

よ

れ

ば

、

列

車

は

一

日

九

往

復

で

、

阿

弥

陀

か

ら

神

戸

ま

で

は

、

一

時

間

四

十

分

程

度

か

か

っ

て

い

た

よ

う

で

す

。

 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員

 

 

松

下

孝

昭

）

 

た 
 

か 
 

さ 
 

ご 
 

史 
 

話 
 

⑧ 

～

山

陽

鉄

道

の

開

通

～ 


